
「介護保険最新情報 vol.146」№182 より 

 

Ｑ．自立生活支援のための見守り的援助の具体的な内容について 

 

Ａ．身体介護として区分される「自立生活支援のための見守り的援助」と

は自立支援、ＡＤＬ向上の観点から安全を確保しつつ常時介助できる状

態で行う見守りをいう。単なる見守り・声かけは含まない。 

例えば、掃除，洗濯，調理などの日常生活の援助に関連する行為であっ 

ても、 

・利用者と一緒に手助けしながら調理を行うとともに、安全確認の声か

けや疲労の確認をする 

・洗濯物を一緒に干したりたたんだりすることにより自立支援を促すと 

ともに、転倒防止予防などのための見守り・声かけを行う 

・認知症高齢者の方と一緒に冷蔵庫の中の整理などを行うことにより生 

活歴の喚起を促す 

・車イスの移動介助を行って店に行き，本人が自ら品物を選べるように 

援助する 

という、利用者の日常生活動作能力（ＡＤＬ）や意欲の向上のために利

用者と共に行う自立支援のためのサービス行為は身体介護に区分され

る。掃除，洗濯，調理をしながら単に見守り・声かけを行う場合は生活

援助に区分される。 

また、利用者の身体に直接接触しない、見守りや声かけ中心のサービ

ス行為であっても、 

・入浴，更衣などの見守りで、必要に応じた介助、転倒予防のための声 

かけ、気分の確認を行う 

・ベッドの出入り時など自立を促すための声かけなど、声かけや見守り 

中心で必要な時だけ介助を行う。 

・移動時、転倒しないようにそばについて歩き、介護は必要時だけで､ 

事故がないように常に見守る 

という介助サービスは自立支援、ＡＤＬ向上の観点から身体介護に区分

される。そうした要件に該当しない単なる見守り・声かけは訪問介護と

して算定できない。 


